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（研究テーマ） 
 Ｇ蛋白質シグナルによるリン脂質代謝制御と細胞形態制御の分子メカニズム解析 

（メッセージ） 
 我々は、細胞膜の微量構成リン脂質・ホスファチジルイノシトール 4,5-二リン酸（PI4,5P2）

を産生するリン脂質キナーゼ・ホスファチジルイノシトール 4-リン酸 5-キナーゼ（PIP5K）
がその産物 PI4,5P2を介して様々な細胞機能を制御する分子メカニズムを解析している。そ

の過程で、PIP5Kが低分子量Ｇ蛋白質の ARF6により活性制御されていることを見出した。
この研究成果をきっかけとして、ARF6→PIP5Kシグナル伝達系がどのような細胞機能を制
御しているかを解析しており、現在までに、この細胞内シグナル伝達系は、神経細胞や非

神経細胞の形態制御機構において重要な役割を果たしていることを示す知見を得ている。

 このような研究成果を基盤として、今後は ARF6→PIP5Kシグナル伝達系が個体レベルで
の生命現象においてどのような生理機能を制御しているのかを解明していきたいと考えて

いる。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

１．PIP5Kアイソザイムの野生型および活性欠失型変異体の cDNA 

２．ARFアイソザイムの野生型、活性型、および不活性型変異体の cDNA（但し、京都大

学・中山和久教授の承諾が必要） 

３．ARF6ノックアウトマウス 

４．PIP5Kアイソザイムのノックアウトマウス 


